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こんな活動、あんな活動の中で、感じること 

 

 

基本は、現実に

生きている社会

もネットも同じ。 

補導委員会は年間を通し、市内のあちこちで時間を

問わず少年のために活動していただいています。今年

度を終えるにあたり、ふだん活動の中で感じておられ

ることをメッセージでお伝えします。ぜひ「補導委員

会」について身近に感じてほしいです。 

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

一度だけ 人生変える その一歩    光安 勇翔さん（令和４年度水戸小学校卒） 

楽になれる あまい言葉に 気をつけろ 小寺 心美さん（令和４年度岩根小学校卒） 

☆ある情報へのアクセスを認められた人だけがその

情報を得ることができる。 

☆情報が壊されたり、改ざんや消されたりすることが

ない。 

☆情報へのアクセスを認められた人が必要な時に中

断されることなく情報を得ることができる。  

当センターでは、サイバーセキュリティ月

間に合わせて、市内携帯電話販売店に啓発

に行きました。保護者向けの啓発パンフレ

ットを店頭に置いてもらうようお願いして

います。 

     子どもを ICT 社会に送り出す前の

サポートとして保護者への４つのポイント 

 

＊総務省「国民のためのサイバーセキュリティサイト」より 

ポイント 1 法令・規約などに違反する使い方をさせない。 

ポイント 2 プライバシーを守ることは生命の安全に直結する！ 

ポイント 3 中高生のネット利用に潜んでいるリスクを正しく知り、一緒に考える。 

ポイント 4 保護者管理から子どもが自分の力で管理できる力へ！ 

知っている人はもちろん、知らない人でも出

会った時に、あいさつを交わすとお互い気分が

晴れやかになります。これはとても良い日本の

習慣ですが、これを子どもに押しつけるとあい

さつを返すようになりますが、実は内心反発し

ています。あいさつは慣れれば自然と出てきま

す。私達の「声かけ運動」は、あくまで、この

慣れへのお手伝いをすることだと思います。子

どもたちが、だんだん慣れてきているのを見る

のは楽しいものです。 

「行ったらあかん！」「はよ捕まえて！」「がんばれ！」

子どもたちのこんな声が飛びかう着ぐるみ人形劇。 

怖がる子どももいますが、子どもたちはみんな劇に集

中してくれます。私の楽しみは着ぐるみ人形劇で子ども

園や小学校を訪問することです。子どもたちの歓声や、

かけ声は演じる私たちにとって大きな励みです。劇を通

して「悪いことや怖いこと」を知って、感じてもらえた

らうれしいです。子どもたちの元気な声を楽しみに、そ

して子ども達を犯罪から守るべく、これからも微力です

が、がんばっていきます。 



 
 

 

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

薬物の ゆうわく負けるな 気をつけろ 中村 汐里さん（令和４年度石部南小学校卒） 

薬物は 命をむしばむ 魔の薬     田畑慎央士さん（令和４年度岩根小学校卒） 

普段はなかなかできないような体験活動も

実施しています。調理や作業など、楽しみつ

つ熱心に取り組んでいます。 

学習 
体験 

高校生のレポート単位取得のサポート、運転免許

取得のサポートなど学習で支えます。 

補導委員会啓発部で企画し、13 校園で誘拐防止の人形劇を行い

ました。子どもたちは、大きな声で声援や反応をしてくれます！ 

成人向け図書、DVD、刃物類など青少年が

簡単に手に入れられない工夫をしていただ

くよう協力をお願いしました。 

センター職員、補導委員会メン

バーなど年間を通して少年補

導について感性を磨き最新の

情報を手に入れながら、少年と

の向き合い方を学んでいます。 

登校や下校など、気持ちの良いあいさ

つで子どもを送り出したり迎えたり。

また、夜間に市内の施設を巡回して声

かけしています。 

甲賀警察署の啓発教室に補導委員会としてサポートし

ています。子どもたちに薬物の怖さを伝えています。 

登
下
校
の
声
か
け 

冬になると私は「ライオンくん」になっ

て誘拐防止の着ぐるみ人形劇をしていま

す。応援してくれる子どもたちの元気な声

を聞くと「やってて良かった」と感じ、補

導委員を続ける力となっています。これか

らも子どもたちがいつまでも明るく過ご

せる社会になるようお手伝いしたいと考

えています。 

 

 

相談活動はいつでも(公認心理士は金曜午後)センター職員や公認心理士による相

談。今年度 1月末までで８２１件の相談を行っています。 

 

 

薬物乱用防止教室を小学六年生対象におこなってい

ます。甲賀警察署からの講話、代表的な違法薬物の模型

を見てもらった後、いよいよ私たちの出番です。代表児

童とロールプレイで薬物使用の誘惑をします。大人の想

像を超えるリアクションに言葉を失ってしまう時もあ

ります。 

現在、十代の薬物使用増加が心配されています。この

教室を通して薬物乱用は「ダメゼッタイ」を心に留めて

ほしいと願って活動しています。 
 


